
 

 

 

 

もうすぐ待ちに待った夏休み！ 

今年はどこに遊びに行こうと計画を立てている方も多いのではないでしょうか？ 

海外の渡航先の環境や衛生状況の違いにより日本ではみられない感染症にかかる可能性があ

ります。特に開発途上国では飲水の衛生状況や虫媒介感染症、麻しんや風しんなど現地で流行し

ている様々な感染症に注意する必要があります。 

安全で楽しい旅行のために事前にも感染症にかかる正しい知識と 

適切な予防方法を身につけましょう！ 

  

《渡航前に・・・》 

  ◆抵抗力が落ちると感染症にかかりやすくなります。出発前から体調を整えましょう。 

  ◆検疫所のホームページや外務省の海外安全ホームページで、渡航先の感染症発生状況に 

   関する最新情報や注意事項を確認しておきましょう。 

  ◆これまでに受けた予防接種について母子手帳等で確認しておきましょう。渡航前に予防接種を受ける                  

     必要がある場合は、日にちに余裕をもって受けるようにしましょう。 

      

            《渡航中は・・・》 

  ◆十分加熱された物を食べ、生肉（ユッケ、加熱が不十分な肉類等）・生の魚介類・生水・氷・カッ   

トフルーツ等は避けましょう。 

  ◆殺菌されていないミルク（牛乳）は必ず沸かしてから飲みましょう。特にチーズ、ヨーグルト、ア 

イスクリームなどはその土地で作られる乳製品は殺菌されていない乳から作られることが多いので 

注意が必要です。                                  

  ◆蚊やマダニに刺されないよう肌の露出を避け、虫除け剤を活用しましょう。 

  ◆むやみに動物に近づいたり触れたりしないようにしましょう。 

  ◆食事前、トイレ後等はしっかりと手を洗いましょう。 

  ◆開放的な雰囲気の中で、安易な性的接触や薬物の使用に手を出すと、HIV/エイズ、梅毒、 

ウイルス性肝炎などの感染症に感染するリスクが高まるので、注意しましょう。 

  ◆咳や発熱、発疹など、有症状者との濃厚な接触は避けましょう。 

 

《帰国時・渡航後・・・》 

◆帰国時に発熱や下痢、発疹などの症状がある場合は、空港や港の検疫所に相談しましょう。

 ◆感染症は、潜伏期間（感染してから発症するまでの期間）が数日から１週間以上と長いものもあ 

り、渡航中又は帰国直後に症状がなくても、しばらくしてから具合が悪くなる場合があります。 

その場合、医療機関を受診する前に電話連絡し、渡航先、滞在期間、現地での飲食状況、 

渡航先での活動内容、動物との接触の有無、予防接種歴等を必ず伝えましょう。 

また、感染力が非常に強い疾患（麻しん等）の疑いがある場合は、受診時はマスクを着用し公共交    

通機関の利用は避けましょう。     
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海外渡航をされる皆様へ 

海外旅行は楽しいばかりではない！感染症の危険がいっぱい！！ 


